
子育てサロン「と～ます」でサンチャイルドへお出かけ
スタッフさんがお子さんとお母さんをいつも温かく見守ります。毎月第２月曜、第４金曜に「であえ～るはまなす」で活動しています。

子育てサロン「と～ます」でサンチャイルドへお出かけ
スタッフさんがお子さんとお母さんをいつも温かく見守ります。毎月第２月曜、第４金曜に「であえ～るはまなす」で活動しています。

この社協だよりの発行は、赤い羽根共同募金の支援を受けています

Ｐ 2･3　特集 頼れるご近所さん　民生委員・児童委員
Ｐ 4･5　赤い羽根共同募金運動がはじまります
Ｐ 6･7　きずな　かわら版
Ｐ 8 　　みんなの拠点「あえる STATION」誕生！
　　　　１人暮らし高齢者等を見守る タブレット見守りサービス
　　　　社協新体制のご紹介

ＣＯＮＴＥＮＴＳ 1322017
09.01 No.   

特集　頼れるご近所さん
　　　民生委員・児童委員
特集　頼れるご近所さん
　　　民生委員・児童委員

[発　行]
[事務局]
[ＴＥＬ]
[ＦＡＸ]
[ m a i l ]
[Ｈ　Ｐ]
[Facebook]  

[発　行]
[事務局]
[ＴＥＬ]
[ＦＡＸ]
[ m a i l ]
[Ｈ　Ｐ]
[Facebook]  

社会福祉法人　登別市社会福祉協議会社会福祉法人　登別市社会福祉協議会

0143-88-0860 
0143-88-4546
info@kizuna-shakyo.jp
http://kizuna-shakyo.jp/
https://www.facebook.com/kizunashakyo/

0143-88-0860 
0143-88-4546
info@kizuna-shakyo.jp
http://kizuna-shakyo.jp/
https://www.facebook.com/kizunashakyo/

登別市片倉町6-9-1 登別市総合福祉センターしんた21内登別市片倉町6-9-1 登別市総合福祉センターしんた21内



noboribetsu shakyo dayori　　　2

頼
れ
る
ご
近
所
さ
ん

　
　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

特 集
　

日
頃
か
ら
地
域
で
の
見
守
り
や
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
。
今
年
、
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容
や
活
動
に
対
す
る
想
い
、
記
念
大
会
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

民
を
「
つ
な
ぐ
」
機
会
も
多
く
、
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
地
域
住
民
に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

近
年
で
は
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加
や
孤
独
死

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
行
政
や
社
協
と

連
携
し
て
、
地
域
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
世
帯
や
、

寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
の
健
康
状
態
な
ど
を

把
握
し
、
防
犯
や
見
守
り
、
災
害
時
の
安
否
確
認
な
ど

に
役
立
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２０
代
の
頃
か
ら
町
内
会
活
動
に
関
わ
っ
て
お
り
、
先

輩
方
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現
役
と
し
て
働
い

て
い
る
な
か
民
生
委
員
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
元
年
に

委
嘱
を
受
け
、
今
年
で
２９
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
年
は

全
国
大
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
100
周

年
の
重
み
が
感
じ
ら
れ
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

私
が
３０
年
近
く
民
生
委
員
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
町
内
会
役
員
の
方
々
や
同
じ
地
区
の
民
生
委
員

に
助
け
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
民
生
委
員
は
決
し
て

１
人
で
は
務
ま
り
ま
せ
ん
。
仲
間
や
家
族
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

市
内
に
は
６
つ
の
法
定
単
位
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
地
区
民
児
協
）
が
あ
り
、
毎
月
行
っ
て
い
る
定

例
会
に
よ
り
意
見
交
換
や
課
題
の
検
討
を
し
な
が
ら
、

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
全
て
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
足
並
み
を
揃
え
、
よ
り
充
実

し
た
活
動
を
行
う
た
め
、
登
別
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
事
務
局
を
社
協
が
担
っ
て
い

ま
す
。

登
別
市
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
人
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。

登

別

地

区　

1９
人
（
２０
人
定
員
）

中
央
東
地
区　

２7
人
（
２7
人
定
員
）

中
央
西
地
区　

２０
人
（
２1
人
定
員
）

鷲

別

地

区　

16
人
（
17
人
定
員
）

美
園
・
若
草
地
区　

1９
人
（
２０
人
定
員
）

緑

陽

地

区　

２7
人
（
２7
人
定
員
）

民
生
委
員
制
度
は
、
大
正
６
年
、
世
界
的
な
経
済
恐

慌
に
よ
り
、
社
会
や
生
活
へ
の
不
安
が
取
り
巻
く
地
域

社
会
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
救
貧
や
生
活
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
住
民
の
中
か
ら
選
ば

れ
て
お
り
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
現
在
、
全
国
で
は
約
２３
万
人
、
登

別
市
で
は
128
名
が
活
動
し
て
い
ま
す
。（
8
月
1
日
現

在
）活

動
内
容
は
、
定
期
的
な
訪
問
を
通
し
た
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
世
帯
・
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
、
声
掛
け
、

地
域
の
実
態
の
把
握
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・
支
援

な
ど
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ
る
「
主
任

児
童
委
員
」
は
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
や
子
育
て
の
悩

み
等
を
専
門
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
た
際
に
、

行
政
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
、
専
門
機
関
な
ど
を
紹
介
し
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
役
割
の
１
つ
で
す
。
そ
の
た
め
、
福
祉
の
相
談
窓

口
で
あ
る
社
協
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
住

登
別
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
　

会
長　

千
葉　

一
男
さ
ん

地域のサロン活動にも、積極的
に協力しています

民生委員制度 創設100周年
シンボルマーク

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

■
登
別
市
の
組
織
体
制

■
仲
間
と
共
に
地
域
を
見
守
る
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日
頃
の
活
動
に
お
い
て
感
じ
て
い
る
難
し
さ
は
、
い

か
に
地
域
で
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
表
札
を
出
し
て

い
る
家
も
少
な
く
、
名
乗
っ
て
も
な
か
な
か
鍵
を
開
け

て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
生
活
保
護
世
帯
や
母
子
家
庭
、
認

知
症
高
齢
者
な
ど
、
現
在
の
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
難

し
さ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
と
し
て
課
題
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
担

い
手
不
足
で
す
。
仕
事
を
し
て
い
る
方
は
、
お
願
い
し

て
も
な
か
な
か
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
、

民
生
委
員
に
は
7５
歳
ま
で
と
年
齢
の
上
限
の
目
安
が
あ

る
た
め
、
担
え
る
人
材
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
地

域
住
民
や
企
業
の
方
な
ど
に
も
民
生
委
員
の
存
在
を
よ

り
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
民
生
委
員
と
し
て
活
動
し

や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
感
じ

て
い
ま
す
。

6
月
に
は
札
幌
市
に
お
い
て
、
全
道
記
念
大
会
が
行

わ
れ
、
約
２
千
名
が
集
ま
り
、
登
別
市
か
ら
は
３4
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

功
績
の
あ
っ
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
対
し
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本

市
の
被
表
彰
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
北
海
道
知
事
感
謝

（
勤
続
年
数
２５
年
以
上
）

　

早
川
宣
子
、
千
葉
一
男
、
筑
野
榮
子

●
北
海
道
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝

（
勤
続
年
数
２０
年
以
上
）　　

　

堀
合
重
敏
、
山
口　

登
、
伊
清
淳
彦
、
白
戸
良
一
、

　

村
井
美
保
子
、
川
島
芳
治
、
粂
井
孝
子
、
大
島
重
壽
、

　

堀
尾
政
江

●
北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟
会
長
感
謝

（
勤
続
１５
年
以
上
）

　

畠
山
基
子
、
松
山
信
昭
、
田
代
健
二
、
高
橋
敏
夫
、

　

太
田　

通
、
松
平
孝
子
、
南　

康
子
、
西
村
美
代
子
、

　

工
藤
保
秋
、
米
澤
壽
朗
、
佐
藤
文
子

●
北
海
道
民
生
委
員
児
童
委
員
連
盟
会
長
特
別
感
謝

（
寄
付
も
し
く
は
９０
周
年
記
念
大
会
時
の
被
表
彰
者
）

　

日
野
安
信
、
森
口　

達　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
福
祉
の
こ
と
だ
け
で
な

く
、
生
活
全
般
に
つ
い
て
の
地
域
の
相
談
役
で
す
。
住

民
の
生
活
へ
の
不
安
や
困
り
ご
と
な
ど
に
対
し
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、
市
社
会
福
祉
グ
ル
ー
プ（
☎

8５

－

１
９
１
１
）
も
し
く
は
社
協（
☎
88

－

０
８
６
０
）

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

介
護
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
子
育
て
の
悩
み

ま
で
、
地
域
で
生
活
し
て
い
く
う
え
で
困
っ
た
こ
と
や

不
安
な
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
解
決
に
向
け
て
の
「
良

き
相
談
役
」
と
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
主　

催
：
社
会
福
祉
法
人
登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

登
別
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
、
登
別
市
、
登
別

市
共
同
募
金
委
員
会

■
後　

援
：
登
別
市
連
合
町
内
会

・
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

上
映

・
式
典

　

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
会
長
表
彰

・
福
祉
講
演
会
『
地
域
活
性
化
の
決
め
手
は

　

こ
れ
だ
！
「
ご
近
所
の
底
力
・
取
材
活
動

　

か
ら
」』

・
共
同
募
金
開
始
宣
言　

な
ど

講
師　

堀
尾　

正
明 

氏

（
フ
リ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
／

　
　
　
　
　

元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

無
料
※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

登
別
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

平
成
２９
年
１０
月
１
日
（
日
）

１２
時
５０
分
～
１５
時
３０
分

内　

容

会　

場

日　

時

入
場
料

■
困
り
ご
と
は
民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

■
制
度
創
設
100
周
年
の
全
道
記
念
大
会

■
民
生
委
員
制
度
創
設
100
周
年
記
念 

登
別
市
社
会
福
祉
大
会

PICK
UP！



今
年
も
１０
月
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

１２
月
ま
で
の
３
ヵ
月
間
、
戸
別
募
金
を
は
じ
め
様
々
な
方
法
で
募
金
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
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年
間
を
通
し
て
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
ブ
ー
ス
を
設
け
て
共

同
募
金
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

全
市
的
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
町
内
会
・
商
店
・
企
業
・
団
体
等
の
身
近

な
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
の
ぼ
り
旗
や
募
金
箱

等
を
設
置
い
た
だ
き
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
寄
付
を
呼
び
か
け

る
募
金
方
法
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
が
街
頭
に
立
ち
、
寄
付

を
呼
び
か
け
る
募
金
方
法
で
す
。

企
業
等
を
訪
問
し
て
寄
付
を
呼
び
か
け
る
募
金

方
法
で
す
。

個
人
宅
を
訪
問
し
て
寄
付
を
呼
び
か
け
る
募
金

方
法
で
す
。

会
社
な
ど
で
働
い
て
い
る
人
に
寄
付
を
呼
び
か

け
る
募
金
方
法
で
す
。

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
寄
付
を
呼
び
か
け
る
募
金
方

法
で
す
。

学
校
内
で
寄
付
を
呼
び
か
け
る
募
金
方
法
で
す
。

戸

別

募

金

街

頭

募

金

法

人

募

金

篤
志
家
募
金

職

域

募

金

学

校

募

金

イ
ベ
ン
ト
募
金

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
寄
付
金
の
約
７
割
が
登
別
の
福
祉

活
動
に
、
約
３
割
が
全
道
規
模
の
広
域
的
な
福
祉
活
動
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
募
金
箱
の
設
置
な
ど
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
で
き
る

カ
タ
チ
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

募
金
の
使
い
み
ち

さ
ま
ざ
ま
な
募
金
方
法

あ
な
た
の
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
募
金

が
は
じ
ま
り
ま
す

※
共
同
募
金
は
、
社
会
福
祉
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た
募
金
活
動
で
す
。

運
動
期
間  

10
月
1
日
～
12
月
31
日
ま
で

目
標
額  

710
万
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

胆振地区少年軟式野球大会でのイベント募金の様子
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北
海
道
の
福
祉
活
動
推
進
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
、
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
を
応
援
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
ま
す
。

※
登
別
で
活
動
す
る
地
元
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
少
年
団
・
サ
ー
ク
ル
等

か
ら
の
赤
い
羽
根
サ
ポ
ー
タ
ー
宣
言
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会

電
話
：
88

－

０
８
６
０　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
88

－

４
５
４
６

●
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

●
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

●
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

●
初
音
ミ
ク
、
等

「
湯
乃
国
登
別
大
会
」

の
Ｈ
Ｐ
は
コ
チ
ラ
→

※
法
人
・
企
業
に
よ
る
募
金
（
寄
付
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

共
同
募
金
は
、
財
務
省
か
ら
の
指
定
寄
付
金
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、
寄
付
に
対
す
る
優
遇
措
置
の
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
法
人
・
企
業
が
共
同
募
金
に
寄
付
を
す
る
と
、
そ
の
全
額
を
損
金
の
額
に
算
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

寄
付
金
付
き
記
念
バ
ッ
ジ
完
成
！

「
登
別
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
登
夢
く
ん
」と「
地
獄
の
谷
の
鬼
花
火
」

赤
い
羽
根
テ
ン
ト
を
助
成
し
ま
し
た
！

あ
な
た
も
地
域
の
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
募
金
は
じ
め
ま
し
た
！

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
第
３０
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
「
湯
乃
国
登
別
大
会
」
の
開
催
を
記
念
し
、

登
別
商
工
会
議
所
青
年
部
協
力
の
も
と
寄
付
金
付
き
バ
ッ
ジ
を
製
作
し
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
は
今
年
も

日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
の
学
生
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
本
会
事
務
局
に
て
取
扱
い
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
本
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

商
品
購
入
代
金
の
一
部
は
、
登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
を

通
じ
て
、
登
別
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

登
別
市
社
協
で
は
共
同
募
金
の
財
源
を
活
用
し
た
「
き
ず
な
赤

い
羽
根
テ
ン
ト
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
は
３
町
内

会
が
助
成
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
町
内
会
の
行
事
等
で
活
躍
す

る
予
定
で
す
。

200
円
の
募
金
に
つ
き
１
個
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
の
赤
い
羽
根
限
定
缶
バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ガ

チ
ャ
ガ
チ
ャ
募
金
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
し
ん
た
２1
の
自
動
販
売
機
横
に

設
置
し
て
い
ま
す
！

テント活用の様子

お
問
合
せ
先

寄付金付き記念バッジ
完成セレモニーの様子

中にはこんな
缶バッジが

入っています！

PICK
UP！
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受領年月日 寄付者名 寄付の目的 寄付金額

H29.04.06 室蘭民報社胆振中部支社 「新入学児童」新聞広告料の一部を社会福祉のために 30,000 

H29.04.25 貴泉堂 愛の小箱 18,960 

H29.04.26 協同組合登別中央ショッピングセンター 愛の小箱 (ガチャガチャ ) 3,200 

H29.05.11 門山　郁子 日頃デイサービスでお世話になっている感謝の意を込めて社会福祉のために 3,000 

H29.05.12 石坂　光汰朗 社会福祉のために 2,132 

H29.05.24 匿 名 会議の報酬を社会福祉のために 2,694 

H29.05.24 協同組合登別中央ショッピングセンター 愛の小箱 (ガチャガチャ ) 5,200 

H29.05.27 国際ソロプチミスト登別 チャリティーコンサート「愛のうたの夕べ」の益金の一部を社会福祉のために 30,000 

H29.05.28 仲良し会 仲良し会チャリティー発表会 第 3 回紅白歌合戦の益金の一部を社会福祉のために 20,000 

H29.05.30 匿 名 会議の費用弁償を社会福祉のために 1,020 

H29.05.30 山田　大樹 会議の費用弁償を社会福祉のために 2,240 

H29.06.13 いずみ亭 愛の小箱 26,397 

H29.06.14 日本アマチュア歌謡連盟NAK室蘭支部 NAK室蘭＆舛甚 3兄弟カラオケ大会の益金の一部を社会福祉のために 20,000 

H29.06.15 匿 名 会議の報酬を社会福祉のために 2,694 

H29.06.20 登別中央飲食店組合 チャリティゴルフ大会の益金を社会福祉のために 50,000 

H29.06.29 協同組合登別中央ショッピングセンター 愛の小箱 (ガチャガチャ ) 3,900 

H29.07.05 わしこうD愛好会 第 17 回ダンスパーティーの益金の一部を社会福祉のために 10,000 

H29.07.10 幌別地区ビールパーティー実行委員会 愛の小箱 300 

H29.07.23 チャリティー『演歌名人会』実行委員会 チャリティー「演歌名人会」の益金の一部を社会福祉のために 10,000 

H29.07.25 登別市役所内売店  （登別市母子寡婦の会）愛の小箱 10,128 

H29.07.31 匿 名 会議の費用弁償を社会福祉のために 1,020 

H29.07.31 協同組合登別中央ショッピングセンター 愛の小箱 (ガチャガチャ ) 2,500 

受領年月日 寄付者名 寄付品名

29.04.22 イオン北海道㈱　イオン登別店 イオン幸せの黄色いレシートキャンペーンギフトカード

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
感
謝
祭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
！

７
月
９
日
（
日
）、
し
ん
た
２1
に
お
い
て
日
頃
本
会
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
と
そ
の

ご
家
族
を
お
招
き
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
感
謝
祭
を
開
催
し
ま

し
た
。

今
年
で
２
回
目
を
迎
え
る
こ
の
催
し
で
は
、
創
作
活
動
と

機
能
訓
練
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
射
的
・
綿
あ
め
・
カ
キ
氷
な

ど
の
露
店
を
設
け
た
ほ
か
、
地
域
食
堂
ゆ
め
み
～
る
の
協
力

に
よ
り
、
そ
ば
や
お
で
ん
、
焼
き
鳥
な
ど
と
い
っ
た
飲
食
物

の
販
売
も
行
わ
れ
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た
約
8０
名
の
方
々
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
頃
の
感
謝
を
こ
め
て
職
員
に
よ
る
踊
り
や
時
代

劇
の
発
表
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方
の
カ
ラ
オ
ケ
発
表
、

ご
家
族
向
け
に
介
護
浴
槽
の
説
明
会
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

ご
利
用
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
は
「
お
祭
り
気
分
を
味
わ
え

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
来
年
も
開
催
し
て
ほ
し
い
。」、
ご

家
族
か
ら
は
「
母
が
利
用
し
て
い
る
場
所
や
介
護
浴
槽
が
ど

の
よ
う
な
所
か
知
る

こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

か わ ら 版

社協寄付金（平成29年4月1日～7月31日） （敬称略／単位：円）

社協寄付物品（平成29年4月1日～7月31日） （敬称略）
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ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
７
の
ぼ
り
べ
つ

す
べ
て
の
市
民
が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
心
豊
か
な
社
会
福
祉
の
実
現
を
め
ざ
し
開
催
し
ま
す
。
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
芸
能
発
表
や
寸
劇
、
地

域
活
動
に
貢
献
し
て
い
る
8５
歳
以
上
の
方
へ
の
「
高
齢
者
い
き
い
き
ラ

イ
フ
表
彰
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
地
域
福
祉
活
動
を
実
践
し
て
い
る
団
体
等
が
ブ
ー
ス
を
設

け
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
交
流
の
場
を
つ
く
り
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

　

今
年
度
の
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実

行
委
員
長
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
。
歴
史
あ
る

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
、
先

輩
方
の
よ
う
に
し
っ
か

り
と
務
め
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

障
が
い
の
あ
る
人
で
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
む

こ
と
の
出
来
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
て
の
人
が
平
等

で
あ
る
社
会
を
実
現
さ
せ
る
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
考
え
方
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
良
い
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

病
院
で
長
く
相
談
員
と
し
て
勤
め
、
退
職
後
は
地

域
福
祉
に
携
わ
り
た
い
と
の
想
い
で
、
現
在
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
の
福
祉
部

長
と
し
て
サ
ロ
ン
の
運
営
や
、
福
祉
団
体
に
所
属
し

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
で
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方
の
き
ず
な
活
動
に
対
す
る
想
い
や
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
展
望
な
ど
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
7
月
５
日
（
水
）
に
行
わ
れ
た
、「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
の
ぼ
り
べ
つ
」
の
実

行
委
員
会
で
実
行
委
員
長
に
就
任
し
た
、
田
中
秀
治
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

～
ま
ち
び
と
に
は
、
登
別
の
ま・

・ち
の
人
、
問
題
と

ひ
と
を
マ・

・

・
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
人
、
布
の
長
さ
を
補

う
ま・

・ち
の
よ
う
に
地
域
を
補
う
人
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
～

て
の
慈
善
活
動
、
福
祉
施
設
や
病
院
に
出
向
い
て
の

楽
器
演
奏
、
少
年
野
球
連
盟
の
会
長
と
し
て
子
ど
も

達
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

家
に
い
る
時
間
が
無
い
ほ
ど
忙
し
い
で
す
が
、
自

分
自
身
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
そ
の
学
び
を
地
域

に
還
元
し
た
い
と
い
う
想
い
と
、
人
と
関
わ
る
こ
と

が
や
は
り
好
き
な
の
で
、
人
を
喜
ば
せ
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
活
動
を
続
け
て
お
り
、
そ
れ
が
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
は
今
、
ど
の
分
野
も
担
い
手
不
足
で
、
加
え

て
若
い
層
の
参
加
を
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
の
が
実

情
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
に
必
要
な
の
は
、
や
は

り
次
世
代
の
育
成
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

担
い
手
自
身
も
楽
し
む
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
、
ど
の
福
祉
活
動
に
も
楽
し
ん
で
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
活
動
に
楽
し
く
関
わ
っ
て
く
れ

る
担
い
手
が
、
こ
れ
か
ら
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
い

ま
す
。

「
福
祉
活
動
は
楽
し
み
な
が
ら
」

ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　

 

田
中　
秀
治 

さ
ん

き
ず
な

ま
ち
び
と

の

日　

時  

平
成
２９
年
９
月
1０
日
（
日
）

　
　
　

  

1０
時
～
14
時
３０
分

会　

場  

登
別
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ん
た
２1

登別温泉
ペア宿泊券
があたります！

内　

容

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
チ
ケ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー
ズ
、
焼
き

鳥
や
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
な
ど
の
販
売
（
引
換
券
制
）、
市
内
障
が
い
者
施

設
で
作
成
す
る
こ
だ
わ
り
の
商
品
の
販
売
（
現
金
販
売
）、
子
ど
も
縁

日
コ
ー
ナ
ー
な
ど

前
売
券

　

1
枚
千
円
（
屋
台
で
使
え
る
商
品

引
換
券
7
枚
、
チ
ケ
ッ
ト
ナ
ン
バ
ー

ズ
抽
選
券
、
子
ど
も
縁
日
利
用
券
、

伊
達
産
野
菜
詰
め
合
わ
せ
抽
選
券
付

き
）

　

９
月
8
日
（
金
）
ま
で
、
本
会
事

務
所
に
て
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。
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「
あ
え
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」誕
生
！

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

み
ん
な
の
拠
点

タ
ブ
レ
ッ
ト
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

1
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
を
見
守
る

ア
ー
ニ
ス
２
階
に
、
地
域
福
祉
の
拠
点
「
あ
え
る
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
！
「
あ
え
る
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
」
で
は
、
現
在
、
7５
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
を

対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
体
操
を
し
た

り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
帰
り
に
お
買
い
物
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
「
地
域
拠
点
丸
ご
と
支
え
合
い
事
業
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

毎
週
火
曜
日
か
金
曜
日
の
午
前
中
の
ど
ち
ら
か
で
月
に
4

回
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
月
に
1
回
お
食
事
会
を

行
い
ま
す
。
料
金
は
税
込
月
３
千
円
（
ご
自
宅
か
ら
ア
ー
ニ

ス
ま
で
の
送
迎
は
無
料
、
お
食
事
会
代
も
込
み
）。
今
後
は

誰
で
も
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
住
民
同
士
が
ふ
れ
あ

い
、
福
祉
の
情
報
を
得
ら
れ
る
拠
点
を
目
指
し
て
運
営
し
て

い
き
ま
す
。
利
用
会
員
（
定
員
あ
り
）
と
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

中
で
す
の
で
、
詳
し

く
は
社
協
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
は
幌
別
東

小
学
校
区
に
お
住
ま

い
の
方
が
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

※
利
用
希
望
の
方
に

は
、
社
協
職

員
が
ご
自
宅

に
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
評
議
員
・
役
員
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
評
議
員

（
任
期
：
平
成
２９
年
４
月
１
日
～
平
成
３３
年
度
定
時
評
議
員

会
ま
で
）

　

田
代
健
二
（
再
）　

斎
藤
正
史
（
新
）　

黒
田
庄
一
（
新
）

　

佐
藤
卓
也
（
再
）　

田
中
恭
介
（
再
）　

田
畑
恒
義
（
新
）

　

畑
山
功
一
（
新
）　

森　

芳
昭
（
新
）　

島
田
幸
一
（
新
）

　

田
渕
純
勝
（
新
）　

瀧
川
正
義
（
再
）　

南　

行
雄
（
新
）

　

中
原
義
勝
（
再
）　

安
達
陽
子
（
新
）　

池
畠
泰
彦
（
新
）

　

星
川
光
子
（
再
）　

辻　
　

勲
（
再
）　

後
藤
裕
之
（
新
）

　

畠
山
基
子
（
再
）　

太
田　

通
（
再
）

■
役　

員

（
任
期
：
平
成
２９
年
６
月
１５
日
～
平
成
３１
年
度
定
時
評
議
員

会
ま
で
）

 

・
会　

長　
　

山
田
正
幸
（
再
）

 

・
副
会
長　
　

中
川
信
市
（
再
）　

千
葉
一
男
（
再
）

 

・
常
務
理
事　

内
藤　

繁
（
再
）

 

・
理　

事

 　

工
藤
保
秋
（
新
）　

川
島
芳
治
（
再
）　

鈴
木
高
士
（
新
）

 　

植
田
正
子
（
新
）　

小
田
恭
久
（
新
）　

雨
洗
康
江
（
再
）

 　

田
中
秀
治
（
再
）

 

・
監　

事　

三
浦
忠
夫
（
新
）　

伊
藤
秀
男
（
新
）

ご
家
族
が
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
な
ど
に
よ
り
、
一
人

で
の
暮
ら
し
に
不
安
が
あ
る
6５
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
安
否
確
認
が
行
え
る
見
守
り
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

利
用
さ
れ
る
方
は
、
大
き
な
6
つ
の
ボ
タ
ン
を
触
る
簡

単
な
操
作
を
行
う
だ
け
で
す
。
操
作
状
況
を
確
認
し
、
関

係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

見
守
り
活
動
を
行
い
ま
す
。
２4
時
間
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作

が
さ
れ
な
い
場
合
は
、
任
意
の
宛
先
に
メ
ー
ル
連
絡
さ
れ

る
の
で
、
離
れ
て
暮
ら
す
ご
家
族
の
不
安
を
解
消
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

利
用
料
は
月
２
千
２
円
（
税
抜
）、
初
回
の
事
務
手
数

料
の
み
別
途
３
千
円
（
税
抜
）
が
か
か
り
ま
す
。（
端
末

本
体
の
料
金
は
本
会
で
負
担
い
た
し
ま
す
）

　

今
年
度
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
数
を
増
大
し
て
事
業
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
利
用
希
望
の
方
や
ご
家
族
の
方
は
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

利用者募集中！！

社
協
新
体
制
の
ご
紹
介


